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しっかりとしたオプトイン
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のマーケターが、
ファーストパーティデータの取得が
最重要と回答�

ファーストパーティデータが注目される中、BtoBマーケターはデータ構築においてどの点を
重要視しているのでしょうか。弊社ネットワークにおけるマーケターの皆様への調査結果では
以下４点が壁として浮き彫りとなり、今後のデータ構築に対する注目点が見えてきました。

データベースの構築  
Googleの段階的なサードパーティデータの廃止に備え、
信頼できるデータ提供パートナーとのファーストパーティ
データの構築は不可欠となってきます。このデータベースは、
各キャンペーンのターゲットに合わせて、オーディエンスの
サイズ・範囲を調整をするのにも役立つでしょう。

信頼できるデータ提供企業との提携 
BtoBにおけるリード提供ベンダーに対して、提供される
リードやデータについての全体像までしっかりと案内
を受けている、と感じている利用者はたったの��％�と
されています。みなさんもベンダーに対して今一度、
提供されるリードがどのようにリード認定されているか
確認してみませんか。弊社では全てのチャネルの
エンゲージメントを���％デジタル環境で追跡。
外注を一切しておらず、お客様に対しても全容を
しっかりご案内ができるのです。

ファーストパーティデータがあれば、マーケターは複数のチャネルで

同一のデータセットを活用でき、同じ見込み客をターゲットにする

ことができます。弊社では、統計パラメータと組み合わせたインテント

データを駆使し、マーケティングキャンペーンを展開します。

そして弊社のコンテントシンジケーションプログラムにより

閲覧状況（クリックのみでなく、実際の閲覧時間等）を計測した上で、

関心の高い購入決定者としてのリードを選定、提供しています。

オプトインフレームワークの開発   

弊社では、安全性の高い常設のオプトインプロセスに加え、
各国の状況に対応できるよう、独自フォームやランディング
ページを作成、提供しています。今後、ベンダーの選定には、
オプトインだけをオプションとして頼り切るだけでなく、
こうしたユーザーを守るためのセキュリティを重ねていけるか、
という点も考慮していく必要があるでしょう。

GDPRに準拠したデータの利用 
信用できるデータからのデータベースの構築は、
運用に安全性をもたらすだけでなく、マーケターに
とってはリード属性や意図を理解する重要な情報源と
なります。弊社で扱うデータはBtoB提携に関連する
もののみ、そしてGDPRに���％準拠したデータのみ
となっています。 
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マーケター必読！
今こそ強靭なデータ構築を！
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